
と
い
え
よ
う
。

豊
臣
政
権
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
、
い
わ
ゆ
る

”

文
禄
•
慶
長
の
役
“
に
つ
い
て
は
、
池
内
宏
氏
や
北
島
万
次
氏
、
貫
井
正
之
氏
ら
の
一
連

（
］
）
 

の
研
究
を
は
じ
め
と
し
た
総
括
的
な
検
討
が
す
で
に
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
出
兵
中
の
諸
大
名
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
国
と
の
つ
な
が
り

(2
)
 

に
つ
い
て
も
、
豊
臣
政
権
全
体
の
兵
根
補
給
の
実
体
に
着
目
さ
れ
た
中
野
等
氏
の
研
究
、
さ
ら
に
は
森
山
恒
雄
氏
に
よ
る
豊
臣
氏
九
州
蔵

(3
)
 

入
地
に
関
す
る
研
究
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
出
兵
時
の
個
々
の
大
名
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
は
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
ま
い
。
こ
れ
に

(
4
)
 

は
、
中
野
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
関
係
史
料
の
年
次
比
定
な
ど
が
非
常
な
混
乱
を
生
じ
て
い
る
」
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
る

本
稿
は
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
研
究
が
す
す
ん
で
い
る
加
藤
清
正
に
つ
い
て
、
彼
が
朝
鮮
在
陣
中
に
国
元
へ
送
っ
た
書
状
を
通
じ
て
、

(5
)
 

清
正
軍
へ
の
後
方
支
援
の
実
情
や
、
領
国
支
配
の

一
端
を
う
か
が
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(6
)
 

清
正
の
朝
鮮
出
兵
に
つ
い
て
は
、
武
勇
伝
的
な
も
の
も
含
め
て
伝
記
史
料
が
数
多
く
存
在
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
全
面

的
に
信
頼
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
全
体
の
経
緯
を
知
る
上
で
は
参
考
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
清
正
の
朝
鮮
在

は
じ
め
に 加

藤
清
正
朝
鮮
陣
書
状
に
つ
い
て

藤

原

秀

之
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料
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

古
箪
了
仲
（
花
押
）
紙
中
極
ア
リ
」
と
あ
る
。
装
丁
は
巻
子
装

加
藤
清
正
筆
」
、
内
箱
に
は
「
朝
鮮
文

(7
)
 

陣
中
の
記
録
と
し
て
そ
れ
以
上
に
有
用
な
の
は
、
そ
の
重
臣
で
あ
っ
た
下
川
又
左
衛
門
家
に
伝
来
し
た
文
書
な
ど
、
家
臣
へ
宛
て
た
書
状

(
8
)
 

を
中
心
と
す
る
一
連
の
史
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
『
熊
本
県
史
料
j

中
世
編
（
以
下

「県
史
料
j

と
略
す
）

(
9
)
 

や
『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
〈
近
世
I
〉
（
以
下

「市
史
」
と
略
す
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
手
が
か
り
と
な
る
材
料
が
豊
富
に

(JO
)
 

あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
新
た
に
整
理
さ
れ
た
加
藤
清
正
書
状
（
以
下
、
本
書
状
と
す
る
）
は
、
こ
れ
ま
で
東
京

(11
)
 

大
学
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
み
で
、
『
県
史
料
」
や
『
市
史
」
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
新
史

本
書
状
は
加
藤
清
正
が
朝
鮮
在
陣
中
に
隈
本
の
家
臣
へ
宛
て
て
発
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
在
陣
中
の
清
正
に

対
す
る
国
元
か
ら
の
兵
根
•
武
具
な
ど
の
補
給
を
命
じ
、
さ
ら
に
清
正
不
在
中
の
、
諸
事
へ
の
対
応
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
状
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
「
加
藤
清
正
朝
鮮
陣
書
状
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
請
求
記
号
は
、
リ
五
ー
一
五

五
九
二
で
、
貴
重
書
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
二
重
の
木
箱
に
納
め
ら
れ
、
外
箱
に
は
「
朝
鮮
文

半
切
」
と
の
箱
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
内
箱
蓋
裏
に
、
「
加
藤
清
正
真
蹟

（
一
巻
）
で
、
表
紙
に
は
牡
丹
唐
草
の
緞
子
(
-
七
・
七

emx
一
五
・
七

cm
)
を
用
い
、
そ
の
左
端
に
「
加
藤
清
正
朝
鮮
文
」
と
墨
書
し
た

金
紙
題
袋
が
貼
付
し
て
あ
る

。
本
紙
は
猪
紙
、
そ
の
大
き
さ
は
、
縦
は
全
紙
と
も
一
六

•

O
c
m、
横
は
第

一
紙
•
四
七
•
三
C
m、
第
二

紙
•
四
九

•
O
c
m、
第
三
紙
•
四
八
・
ニ
C
m、
第
四
紙
・
一
三
・
七
e
mで
、
全
巻
の
大
き
さ
は
縦
一
六

•
O
c
m、
横
一
五
八
・
ニ
C
mとな

(12
)
 

る
。
そ
し
て
、
第
四
紙
に
は
古
筆
了
仲
に
よ
る
次
の
極
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ま
ず
、
そ
の
書
誌
的
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

加
藤
清
正
朝
鮮
陣
書
状
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に
て
も
よ
き
所
ハ
す
く
な
く

薬
之
用
に
て
候
、
お
ほ
き
内

弐
十
斤
ほ
と
か
い
候
て
、
こ
し
候

へ
＜
候

古
箪
了
仲
／

表
紙
見
返
し
に
は
全
面
に
金
紙
を
貼
り
、
本
紙
全
体
の
裏
打
紙
に
は
、
金

切
箔
が
ち
ら
し
て
あ
る
。
ま
た
、
本
紙
の
天
地
に
約
八

rnm
幅
の
金
糸
布
地
が

全
巻
を
通
し
て
貼
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
そ
の
全
文
の
翻
刻
を
掲
げ
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と

尚
以
雑
穀
之
儀
者
、
大
豆

弐
万
石
之
通
残
置
、
其
外
之
儀
者

遂
談
合
可
相
定
候
、
已
上
、

追
而
申
遣
候
、
上
々
の
沈
香

代
之
儀
者
、
両
一二
人
能
々

上
等
方
々
に
て
可
売
払
候
、

（
全
文
翻
刻
）

し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
適
宜
句
点
を
補
っ
た
。

九
月

七
十

一
翁

(”箪
跡
関
”
朱
方
印
）
」

「
加
藤
肥
後
守
清
正
／

自
籠
朝
鮮
文
名
判
ア
リ
／
真
蹟
也
／
明
治
廿
三
年

9

,
 

t
 
,
9
 

ー

写真①
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差
急
可
積
渡
候
、
其
許
二
廿
日
共

無
由
断
様
に
と
の
事
候
、
片
時
も

奉
行
之
儀
者
‘
船
頭
共
於
連
中

態
申
遣
候
、
只
今
舟
大
小
廿

念
を
入
可
乗
渡
候
、

艘
指
戻
候
、
此
内
小
舟
十
艘
に
ハ

大
豆
、
大
船
十
艘
に
ハ
八
知
町

渡
へ
く
候
、
則
為
奉
行
曾
祢
平
兵
衛
、

渡
辺
次
右
衛
門
尉
差
遣
候
、
八
木
、
大
ツ
、

升
数
者
‘
其
船
頭
二
可
相
渡
候
、

此
方
へ
罷
越
候
時
ハ

能
々

是
ハ
惣
中
之
申
様
ほ
と
二
候

に
て
候
と
、
惣
中
沙
汰
候
事
候
、

つ
ね
／
＼
口
を
き

こ
候
ほ
と
の
乗
様

又
申
遣
候
、
今
度
四
郎
兵
衛
帰
朝
之
節
、

巳
上

候
間
、
入
念
候
て
、
か
ハ
せ
可
越
候
、

（便
宜）

は
や
き
ひ
ん
き
に
可
差
越
候
、
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念
を
入
は
ら
セ
こ
し
候
へ
く
候
、

其
町
の
鍛
冶
二
能
々
可
成
ほ
と

一
、
二
丁
か
け
の
鉄
抱
、
壱
丁

（煙
硝
）

（

硫
黄
）

一
、
ゑ
ん
せ
う
、
ゆ
わ
う
ハ
参
着
候
事
、

相
応
ほ
と
、
な
ま
り
も
こ
し

一
ど
来
候
ま
、
に
て
候
、
く
す
り

積
渡
候
舟
の
荷
物
へ
日
記
書

遣
候
、
可
得
其
意
候
事
、

一
、
な
ま
り
一
切
不
来
候
、
去
年

候
へ
く
候
、

但
、
台
ハ
く
り
だ
い
、
見
ぐ
る
し
く
候
共
、

（台
尻
）

た
い
じ
り
す
こ
し
ミ
じ
か
く
可

（鋳
型
）

申
付
候
、
井
―
―
い
か
た
す
こ
し
も

（念
）

ひ
ず
ミ
候
ハ
ぬ
様
＿
一
ね
ん
を
入

こ
し
ら
へ
可
添
越
候
、
榎
置
屋
方

旧
冬
伝
七

•

小
吉
渡
海
候
以
後
、
度
々

日
数
行
候
者
‘
可
為
曲
事
候
、
随
而

（
紙
継
目
）
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之
林
は
聞
及
候
と
、
又
ハ
風
説

一
、
日
本
之
沙
汰
は
し
ら
す
候
、
妥
許

候
へ
共
、
片
時
も
差
急
渡
海
候
へ
と

一
、
四
郎
兵
衛
事
、
由
断
ハ
有
ま
し
く

口
上
二
申
含
候
事
、

調
候
哉
、
難
風

二
付
お
そ
く
参
着
候

由
候
間
、
今
以
隙
明
ま
し
き
と

推
量
候
事
、

可
申
付
事
、

一
、
九
鬼
四
郎
兵
衛
二
申
遣
候
様
子
、
相

一
、
其
許
耕
作
等
之
儀
、
能
々
可
入

念
儀
、
専
一
候
事
、

か
な
ぐ
二
こ
の
ミ
在
之
儀
者
、
平
兵
衛

長
さ
ハ
五
尺

二
は
ら
セ
候
へ
く
候
、

た
め
に
て
候
、
上
な
り
ハ
角
筒
、

あ
わ
セ
、
能
々
と
以
後
は
ら
セ
候
ハ
ん

へ
も
あ
つ
ら
へ
遣
候
、
其
筒
と
見

（紙
継
目
）
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な
と
も
長
引
候
ハ
ん
と
相
聞
候
間
、

万
無
由
断
、
申
遣
候
儀
共
、
丈
夫
ニ

可
相
調
候
事
、

一
、
度
々
申
遣
候
、
重
只
今
申
遣
に

不
及
候
へ
共
、
上
方
公
儀
、
万
事
を

（欠
）
か
き
候
ハ
ぬ
様
二
米
穀
を
も
丈
夫
ニ

可
差
上
候
事
、

一
、
申
遣
候
儀
共
、
万
事
無
由
断

相
調
、
片
時
も
早
々
可
差

越
事
専
用
候
、
尚
自
是

可
申
遣
候
、
謹
言
、

二
月
廿
一
日

清
正
（
花
押
）

（寿
林
）

中
川
重
臨
斎

（清
之
）

加
藤
喜
左
衛
門
と
の
ヘ

（元
宜）

下
川
又
左
衛
門
と
の
ヘ

（
紙
継
目
）

害
靡

呼
7
r
,

合

"t

享
f
i
g茅
心
計
i

ま
工
森
唸
ul

い
寇
郎
仕
手
芍
』

g
名
ャ
莉
奸
粁
文
の
ん
刊
7
1

互
嗜
也
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明
治
廿
三
年
九
月

（
追
書
の
部
分
は
、
実
際
に
は
二
行
目
ま
で
が
本
文
の
前
に
記
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
本
文
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。

後
の
行
は
本
文
十
六
行
目
と
十
七
行
目
の
間
に
記
さ
れ
て
い
る

〈写
真
①
参
照
〉。
）

二
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
加
藤
清
正

(13
)
 

天
正
十
三
(
-
五
八
五
）
年
の
関
白
就
任
直
後
に
す
で
に
征
明
の
思
惑
を
抱
い
て
い
た
秀
吉
は
、

同
十
九
年
に
な
る
と
明
へ
の
出
兵
準

(14
)
 

備
を
本
格
的
に
始
め
る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
清
正
は
自
ら
の
渡
海
準
備
を
進
め
る
一
方
、
秀
吉
の
前
線
基
地
で
あ
る
名
護
屋
城
普
請
を
命

(15) 

じ
ら
れ
る
と
、
国
元
に
対
し
て
普
請
に
必
要
な
物
資
の
調
達
を
指
示
す
る
書
状
を
発
し
て
い
る
。

の
攻
略
を
す
す
め
、

小
西
行
長
ら
の
第
一
陣
に
続
き
、
第
二
陣
と
し
て
渡
海
し
た
清
正
は
、
天
正
二
〇
(
-
五
九
二
）
年
四
月
に
釜
山
浦
に
上
陸
、
慶
尚
道

(16
)
 

五
月
に
は
早
く
も
都
で
あ
る
漠
城
に
入
城
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
名
護
屋
に
着
陣
し
た
秀
吉
か
ら
は
自
ら
の
渡
海

後
の
御
座
所
普
請
に
つ
い
て
の
指
示
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
た
清
正
は
九
鬼
四
郎
兵
衛
（
広
隆
）
ら
の
家
臣
に
あ
て
て
、
普
請
道
具
の

(17
)
 

調
達
を
命
じ
て
い
る
。

七
十
一
翁
（
「
筆
跡
関
」
朱
方
印
）

古
箪
了
仲

真
蹟
也
、

自
筆
朝
鮮
文
、
名
判
ア
リ
、

加
藤
肥
後
守
清
正

（
極
書
）

つ
ま
り
、
追
書
の
最
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加
藤
清
正
朝
鮮
陣
書
状
に
つ
い
て

容
を
通
し
て
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
れ
以
後
の
清
正
の
咸
鏡
道
支
配
、
朝
鮮
の
二
王
子
捕
縛
、

オ
ラ
ン
カ
イ
侵
入
等
の
II

活
躍
II

に
つ
い
て
は
、
「
清
正
記
」
、
「
清
正
高

麗
陣
覚
書
」
な
ど
の
伝
記
史
料
に
、
清
正
顕
彰
の
視
点
に
立
っ
た
記
述
で
は
あ
る
が
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
清
正
に
対
す

る
評
価
は
、
こ
れ
ら
の
伝
記
を
材
料
と
し
、

や
や
も
す
る
と
客
観
的
な
見
方
に
欠
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
近
年
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
特
に
咸
鏡
道
支
配
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
秀
吉
の
朝
鮮
経
略
の
う
ち
、

「
租
税
の
徴
収
、
ひ
い
て
は
民
政
が
、
も
っ
と
も
徹
底
普
及
し
て
成
果
を
収
め
た
の
は
、
加
藤
清
正
•
鍋
島
直
茂
ら
の
担
当
し

た
咸
鏡
道

(18
)
 

で
あ
っ
た
」
と
い
う
認
識
も
あ
っ
て
、
池
内
宏
氏
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
問
題
に
触
れ
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
、
朝
鮮
出
兵
と
い
う
豊
臣
政
権
全
体
の
課
題
を
探
る
方
策
と
し
て
清
正
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、
清
正
自
身

に
と
っ
て
の
朝
鮮
出
兵
の
持
つ
意
味
、
あ
る
い
は
目
的
を
考
え
よ
う
と
い
う
視
点
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
だ
が
、
諸
大
名

特
に
清
正
は
、
秀
吉
の
「
九
州
之
儀
者
‘

に
と
っ
て
、
豊
臣
政
権
に
対
す
る
軍
役
奉
仕
で
あ
る
朝
鮮
出
兵
の
負
担
は
、
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

(19
)
 

五
畿
内
同
前
二
被
思
召
候
」
と
い
う
政
策
の
も
と
、
天
正
十
六
(
-
五
八
八
）
年
、
小
西
行
長

と
と
も
に
佐
々
成
政
に
か
わ
っ
て
肥
後
に
入
国
し
、
そ
の
半
国
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ほ
ど
な
い
時
期
で
の
出
兵
で
あ
り
、
ま
た

(20
)
 

出
兵
直
後
と
も
い
え
る
時
期
に
領
国
内
で
一
揆
（
梅
北

一
揆
）
が
お
き
る
な
ど
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
で
の
在
陣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秀
吉
子
飼
の
武
将
と
し
て
そ
れ
ま
で
も
戦
功
を
重
ね
て
き
た
清
正
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
積
極
的
な
戦
略
を
展
開
し

(21
)
 

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

領
国
に
課
題
を
残
し
つ
つ
、
清
正
は
出
兵
の
負
担
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
兵
カ
・
装
備
を
整
え
て
い
っ
た
の
か
、
本
書
状
の
主
な
内
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〈
在
陣
中
の
物
資
調
達
の
実
情
〉

い
つ
れ
も
は
い
と

朝
鮮
出
兵
に
際
し
、
現
地
で
必
要
と
な
る
諸
物
資
の
う
ち
特
に
兵
根
に
つ
い
て
、
当
初
は
現
地
で
の
調
達
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、

現
実
に
は
知
行
改
・
年
貢
徴
収
と
い
っ
た
収
奪
計
画
が
軌
道
に
乗
ら
ず
、
結
果
と
し
て
日
本
か
ら
の
輸
送
に
頼
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
確

(22
)
 

保
が
出
兵
し
た
諸
大
名
に
と
っ
て
早
く
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
出
兵
当
初
こ
そ
は

(23
)
 

秀
吉
か
ら
の
兵
根
下
付
等
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
に
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
諸
大
名
は
自
力
で
の
食
料
調
達
を
目
指

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
海
上
•
陸
上
と
も
に
補
給
路
の
確
保
は
困
難
を
極
め
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
国
元
の
事
情
に

よ
っ
て
も
万
全
の
体
制
を
と
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
正
も
、
朝
鮮
在
陣
の
兵
に
対
し
て
は
「
兵
根
た
く
さ
ん
―
―
在
之

(25
)

（

26) 

事
廊
」
「
兵
根
沢
山
二
候
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

国
元
へ
向
け
て
の
書
状
で
は
「
都
辺
兵
根
不
相
続
、
」
「
兵
根
相
越
候
事
専
一
候
」
、
「
兵

(27
)
 

根
之
儀
、
成
次
第
可
差
越
事
肝
要
候
、
此
表
兵
根
な
と
多
可
入
候
」
と
告
げ
て
お
り
、
実
際
に
は
補
給
は
滞
り
、
か
な
り
疲
弊
し
て
い
た

(28
)

（

29
)
 

こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
状
も
、
曾
祢
平
兵
衛
ら
を
奉
行
と
し
て
、
大
小
二

0
艘
の
船
に
よ
る
大
豆
•
米
の
搬
送
を
命
じ
る
文
章
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
が
、
清
正
か
ら
の
兵
糧
の
調
達
を
指
示
す
る
書
状
は
前
述
の
よ
う
に
数
次
に
わ
た
っ
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
（
表
1
)
。

(30
)
 

こ
こ
で
清
正
の
物
資
調
達
の
実
態
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
、
文
禄
二
年
八
月
の
清
正
書
状
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
に
は
、
「
日
本

よ
り
取
寄
候
物
之
覚
」
と
し
て
、

五
一
箇
条
に
わ
た
っ
て
国
元
へ
向
け
、
物
資
調
達
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
求
は
、
米
・
大

豆
な
ど
の
兵
根
、
鉄
砲
•
刀
と
い

っ
た

武
具
、
鉄
砲
放
を
は
じ
め
と
し
た
要
員
に
加
え
て
、
紙
・
木
綿
な
ど
の
生
活
物
資
に
い
た
る
ま
で

多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
状
に
記
さ
れ
た
伝
七
•
小
吉
に
つ
い
て
も
、
「
む
そ
く
の
侍
•
鉄
抱
之
も
の
•
小
者
共
、

う
を
い
た
す
へ
き
た
め
帳
を
遣
候
、
其
上
伝
七
と
小
吉
を
遣
候
事
」
と
あ
り
、
書
状
末
尾
に
も
「
委
細
ハ
伝
七
・
小
吉
二
申
含
候
間
、

三
、
本
書
状
を
中
心
と
し
て
見
た
清
正
へ
の
後
方
支
援

口
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加
藤
消
正
朝
鮮
陣
書
状
に

つ
い
て

〈清
正
軍
の
鉄
砲
使
用
〉

上
之
趣
承
届
可
得
其
意
候
」
と
し
て
、
こ
の
時
、
出
兵
に
際
し
て
各
地
よ
り
集
め
た
無
足
人
、
鉄
砲
放
等
の
配
当
を
決
め
る
こ
と
を
は
じ

め
、
清
正
か
ら
の
指
示
全
般
を
伝
え
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
の
補
給
の
指
示
を
受
け
て
も
、
国
元
は
迅

(31
)

（

32
)
 

速
に
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
文
禄
三
年
二
月
二
日
、
清
正
は
本
書
状
と
同
じ
＿
―
-
名
に
宛
て
て
書
状
を
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

一
書
に
て
申
遣
候
物
共
、
半
分
も
不
調
越
候
、
」
と
し
て
、
八
月
に
命
じ
た
物
資
の
う
ち
、
半
分
も

調
達
で
き
な
い
こ
と
を
叱
責
し
て
い
る
。
本
書
状
は
、
そ
れ
に
加
え
て

「
片
時
も
差
急
可
積
渡
候
、
其
許
二
廿
日
共
日
数
行
候
者
、
可
為

曲
事
候
、
」
と
物
資
の
急
送
を
命
じ
、
さ
ら
に
「
随
而
旧
冬
伝
七
•
小
吉
渡
海
候
以
後
、
度
々
積
渡
候
舟
の
荷
物
へ
日
記
書
遣
候
、
可
得

其
意
候
事
、
」

（傍
点
・
引
用
者
）
と
し
て
搬
送
さ
れ
る
物
資
に
日
付
を
記
入
す
る
こ
と
で
遅
滞
の
無
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
つ
ま
り
本
書
状
の
内
容
は
、

二
月
二
日
書
状
に
続
い
て
五
一
箇
条
に
代
表
さ
れ
る
前
年
来
の
物
資
補
給
命
令
の
再
確
認
・
督
促
に

あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
給
年
次
も
文
禄
三
年
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(33
)
 

朝
鮮
出
兵
に
お
け
る
日
本
側
の
鉄
砲
使
用
に
つ
い
て
は
、
洞
富
雄
氏
、
宇
田
川
武
久
氏
が
詳
細
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ

(34
)
 

ば
、
日
本
の
鉄
砲
隊
は
「
野
戦
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
攻
城
戦
に
お
い
て
も
非
常
な
は
た
ら
き
を
し
た
」
と
い
う
。
朝
鮮
で
の
戦
闘
に

(35
)
 

際
し
武
器
の
主
流
と
な

っ
た
の
は
鉄
砲
で
あ
り
、
「
鉄
抱
は
軍
役
の
規
定
以
上
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
清

(36
)
 

正
の
在
陣
中
の
書
状
や
文
献
か
ら
鉄
砲
関
係
の
記
述
を
ぬ
き
だ
し
て
み
よ
う
（
表
2
)
。
こ
れ
を
見
る
と
「
何
よ
り
も
鉄
抱
肝
要
候
事
」

と
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
清
正
も
武
具
の
中
心
に
鉄
砲
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
こ
こ
で
も
兵
根
調
達
と
同
様
、
数

次
に
わ
た
っ
て
鉄
砲
及
び
火
薬
、
さ
ら
に
は
鉄
砲
放
の
補
給
を
命
じ
、
か
つ
督
促
を
加
え
て
お
り
、
清
正
の
意
図
ほ
ど
に
は
順
調
に
は
進

ま
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
正
は
、
そ
れ
ら
の
書
状
の
中
で
鉄
砲
生
産
に
つ
い
て
産
地
・
挺
数
な
ど
の
指
示
を
与
え
て
い
る
が
、
特
に

本
書
状
で
は
詳
細
に
、
鉄
砲
の
台
尻
の
つ
く
り
、
筒
の
長
さ
な
ど
、
鉄
砲
の
構
造
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
指
示
を
し
て

い
る
点
が
注
目
さ

で
は
「
去
年
伝
七
•
小
吉
遣
候
時
、
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年
貢
・
公
事
の
収
支
決
算
書
と
し
て
の
算
用
状
（
散
用
状
）

須
で
あ
り
、
右
に
あ
げ
た
四
月
二
九
日
書
状
の
中
で
「
諸
代
官
有
米
の
付
を
仕
候
て
可
越
候
、
其
付
到
来
次
第
、
請
取
候
も
の
可
遣
候
、

（窪
田
）

去
々
年
の
分
の
算
用
状
藤
兵
ヘ
ニ
差
越
、
則
相
届
候
、
去
年
分
の
算
用
状
不
来
候
ヘ
ハ
、
改
二
遣
候
事
も
不
成
候
間
、
急
可
差
越
候
、

（
中
略
）
算
用
状
さ
へ
来
候
ハ
、
‘
只
今
も
改
候
も
の
可
遣
候
へ
共
、
算
用
状
不
来
候
間
不
及
是
非
候
、
先
相
待
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
在
陣
中
も
毎
年
届
け
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
指
示
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
禄
三
年
は
、
本
書
状
を
含
め
数

(40
)
 

次
に
わ
た
る
催
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
算
用
状
の
到
着
は
大
幅
に
遅
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
年
貢
収
奪
の
基
盤
で
あ
る
検
地
に
つ
い
て
、
清
正
は
肥
後
入
国
後
、
天
正
十
六

•

十
七
・
十
九
・
文
禄
二
•
四
年
と
、
朝

鮮
在
陣
中
も
含
め
て
毎
年
の
よ
う
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
か
な
り
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景

(42
)
 

と
な
る
清
正
の
農
村
政
策
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
森
山
恒
雄
氏
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
①
秀
吉
子
飼
大
名
と
し

る
ま
し
く
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(37
)
 

れ
る
。
表
1
.
2
に
あ
る
よ
う
に
清
正
は
他
の
武
具
に
つ
い
て
も
出
兵
先
か
ら
指
示
を
あ
た
え
て
つ
く
ら
せ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
朝
鮮
で

の
戦
い
に
お
け
る
清
正
の
武
具
に
対
す
る
考
え
、
と
り
わ
け
鉄
砲
重
視
の
姿
勢
が
、
こ
れ
ら
の
書
状
か
ら
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈清
正
の
農
村
政
策
〉

(38
)
 

本
書
状
に
記
さ
れ
た
九
鬼
四
郎
兵
衛
（
広
隆
）

の
役
割
に
つ
い
て
は
文
禄
三
年
四
月
二
九
日
の
清
正
書
状
の
次
の
記
載
が
参
考
に
な
ろ

（
マ
マ

）

（

39
）

う
。
そ
こ
に
は
「
去
年
之
算
用
状
、
何
と
て
今
度
四
郎
兵
二
不
相
越
候
哉
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
前
述
の
二
月
二
日
書
状
に
も

「去
年
四
郎
兵
衛
遣
候
、
改
之
儀
如
何
申
付
候
哉
、
由
断
有
ま
し
く
候
、
次
代
官
前
さ
ん
用
之
目
録
差
越
候
、
五
三
日
中
二
其
様
子
可
申

遣
候
、
」
と
あ
っ
て
、
前
年
、
つ
ま
り
文
禄
二
年
分
の
算
用
状
を
調
え
朝
鮮
の
清
正
の
も
と
へ
届
け
る
こ
と
が
任
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
先
の
五

一
箇
条
の
中
に
も
「
去
年
渡
海
已
来
、
此
比
迄
の
さ
ん
用
状
を
可
相
越
候
、
少
も
由
断
あ

は
、
清
正
に
と
っ
て
国
元
の
財
政
管
理
を
陣
中
で
把
握
す
る
た
め
に
は
必
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加
藤
消
正
朝
鮮
陣
書
状
に

つ
い
て

心
中
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

て
の
政
治
的
立
場
（
明
国
出
兵
、
対
島
津
警
戒
）
を
維
持
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
の
年
貢
生
産
体
系
の
安
定
と
労
働
力
の
保
持
が
要
求

さ
れ
た
こ
と
、
②
兵
農
分
離
の
強
化
に
よ
り
一
揆
体
勢
の
復
活
が
不
可
能
と
な
り
、
そ
の
主
体
勢
力
と
な
る
地
侍
層
を
帰
農
さ
せ
て
も
支

障
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
③
領
内
が
米
穀
生
産
地
帯
で
あ
る
た
め
、
軍
事
・
普
請
の
金
も
上
方
の
米
市
場
に
依
存
し
て
お
り
、
米
相
場
に

対
応
す
る
た
め
に
年
貢
生
産
を
不
動
の
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
三
点
で
あ
る
。
政
治
的
に
も
、
ま
た
経
済
的
な
面
か
ら

も
、
領
内
の
米
穀
収
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
清
正
の
姿
勢
は
、
本
書
状
で
も
「
其
許
耕
作
等
儀
、
能
々
可
入
念
候
儀
、
専

一
候

事
」
と
述
べ
て
い
る
点
や
、
追
書
の
中
で
雑
穀
類
の
売
却
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
部
分
な
ど
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
侵
略
に
慎
重
な
家
康
や
、
和
睦
を
す
す
め
よ
う
と
し
た
行
長
ら
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
清
正
は
積
極
的
に
出
陣

し
て
い

っ
た
。
多
く
の
戦
功
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
彼
の
努
力
が
、
秀
吉
に
対
し
て
自
ら
の
存
在
を
ア
ビ

ー
ル
し
よ
う
と
い
う
側
面
が
あ
っ

(43) 

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
出
兵
に
よ
っ
て
「
於
大
唐
廿
ヶ
国
令
拝

(45) 

領
釦
」
こ
と
で
、
「
領
内
に
お
け
る
家
臣
の
給
知
に
対
す
る
不
安
定
打
開
策
」
と
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
国
元
か
ら
の
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
、
長
期
の
在
陣
に
も
国
元
が
動
揺
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
実
際
に

は
清
正
の
意
図
す
る
ほ
ど
に
は
体
制
は
整
わ
ず
、
そ
の
た
び
に
清
正
は
国
元
に
対
し
強
い
口
調
で
、
繰
り
返
し
催
促
を
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
書
状
が
文
禄
三
年
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
年
二
月
二
日
の
書
状
と
あ
わ
せ
て
一
ヶ
月
の
間
に
少
な
く
と

も
二
度
、
同
じ
よ
う
な
督
促
を
国
元
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
同
様
の
内
容
を
短
期
間
の
う
ち
に
複
数
回
発
し

(46) 

て
い
た
り
、
本
書
状
の
よ
う
に
追
書
が
三
段
に
わ
た

っ
て
い
る
点
な
ど
は
、
物
資
補
給
が
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
と
に
対
す
る
清
正
の
逼
迫
し
た
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清
正
が
朝
鮮
在
陣
中
に
発
し
た
書
状
を
中
心
と
し
て
、
領
国
隈
本
か
ら
の
後
方
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
清
正

は
じ
め
と
し
た
武
具
の
調
達
、
兵
力
（
鉄
砲
放
•
無
足
人
）

の
出
兵
に
対
す
る
強
い
意
欲
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
強
固
な
支
援
体
制
を
求
め
る
様
子
が
明
ら
か
に
現
れ
て
い
た
。
兵
根
の
確
保
、
鉄
砲
を

の
維
持
、
そ
の
他
現
地
で
必
要
な
物
資
を
調
え
る
た
め
に
国
元
の
家
臣
に
向

け
き
び
し
い
叱
責
の
書
状
を
送
る
様
子
か
ら
は
、
清
正
の
出
兵
に
か
け
る
思
い
の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
戦
況
が
膠
着
し
た
中
で
記
さ

れ
た
本
書
状
は
、
秀
吉
に
よ
る
強
引
と
も
い
え
る
朝
鮮
侵
略
が
諸
大
名
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ

う
。
本
書
状
を
は
じ
め
と
し
た
清
正
書
状
の
一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
文
中
、
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
て
す
す
め
て
き
た
が
、
誤
っ

た
解
釈
等
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
る
。
大
方
の
ご
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
。

〈注〉
(
1
)
池
内
宏

「文
禄
慶
長
の
役
J

(
東
洋
文
庫
'
-
九
一二
六
年
初
版
、
吉

川
弘
文
館
・
一
九
八
七
年
復
刊
）
、
北
島
万
次

「豊
臣
政
権
の
対
外

認
識
と
朝
鮮
侵
略
J

(
校
倉
書
房
•
一
九
九
0
年
）
、
貫
井
正
之
「豊

臣
政
権
の
海
外
侵
略
と
朝
鮮
義
兵
研
究
」
（
青
木
書
店
・
一
九
九
六

年）
。

(2
)
A

・
中
野
等
「
朝
鮮
侵
略
戦
争
に
お
け
る
豊
臣
政
権
の
兵
根
補
給

に
つ
い
て
」
（
『九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
五
、
一
九
九
0
年）、

B
•

同
「
朝
鮮
侵
略
戦
争
に
お
け
る
海
上
輸
送
の
展
開
に
つ
い
て
」

む
す
び
に
か
え
て

（
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
編

「近
世
近
代
史
論
集
」
吉
川
弘
文

館
・
一
九
九
0
年）、

C
．
同

「豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検

地
」
（
校
倉
書
房
•
一
九
九
六
年
）。

(
3
)
森
山
恒
雄

「豊
臣
氏
九
州
蔵
入
地
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九

八
三
年
）
。

(
4
)
注

(
2
)
A
論
文
・
ニ
頁
。

(
5
)

清
正
軍
を
は
じ
め
と
し
た
兵
根
補
給
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
前
掲

の
中
野
氏
論
文
の
ほ
か
、
三
鬼
清
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
三
鬼
清
一
郎
「
朝
鮮
役
に
お
け
る
兵
根
米
調
達
に
つ
い
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加
藤
消
正
朝
鮮
陣
書
状
に
つ
い
て

て
」
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
編
・
刊

「名
古
屋
大
学
文
学
部
三
十
周

年
記
念
論
集
j

―
九
七
九
年
）。

(
6
)
「
清
正
記
」
（
「
続
群
書
類
従
j

巻
六
五
二
）
、
「
加
藤
家
伝
清
正
公
行

状
」
（
「続
群
書
類
従
』
巻
六
五
三
）
、
「
清
正
高
麗
陣
覚
書
」
（
「続
々

群
書
類
従
」
第
四

〈史
伝
部
〉）
、
等
。

(7
)
「
下
川
文
書
」
（
「東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
」）。

(
8
)
熊
本
県
刊
。
こ
の
う
ち
特
に
第
五
巻
(
-
九
六
六
年
刊
）
に
は

「
下
川
文
書
」
（
前
掲
注

(
7
)
）
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
9
)
熊
本
市
・
一
九
九
四
年
刊
。
同
市
関
連
の
史
料
を
年
代
順
に
ま
と

め
た
も
の
。

(10)
熊
本
県
関
係
の
古
文
書
の
う
ち
、
す
で
に
翻
刻

・
刊
行
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
網
羅
的
な
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
県
編
・
刊

「熊
本
関
係
古
文
書
目
録
j

中
世
編
(
-
九
九
五

年
）
、
近
世
編
(
-
九
九
六
年
）
。

(11
)
「
片
山
文
書
」
（
「東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
」）

所
収
。
史
料

編
纂
所
の
書
写
識
語
に
は
、
「
右
消
正
書
状
二
通
、
上
野
国
新
田
郡

溜
池
村
片
山
与
一
郎
所
蔵
、
明
治
廿
年
十
月
、
中
沢
広
勝
ヨ
リ
借

写
」
と
あ
る
。

(12)

一
八
二
0

|
―
八
九
一
（
文
政
三
ー
明
治
二

四
）
年
。
名
・
栄
村
、

号
・
了
仲
、
釣
玄
斎
俊
翁
、
閑
事
庵
、
北
斗
庵
。
尾
張
国
の
医
師
・

浅
野
文
達
の
子
、
古
籠
別
家
了
観
の
後
を
嗣
ぐ
。
は
じ
め
了
因
、
の

ち
に
了
仲
。
春
名
好
重

「古
筆
辞
典
」
（
淡
交
社
・
一
九
八
五
年
）
、

市
古
貞
次
ほ
か
編

「国
書
人
名
辞
典
j

第
二
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九

九
五
年
）
参
照
。

(13)
岩
沢
悪
彦
「
秀
吉
の
唐
入
り
に
関
す
る
文
書
」
（
「
日
本
歴
史
」

六
三
、
一
九
六
二
年
）
。

（
g
[天
正
十
九
年
]
八
月
十
三
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
渋
沢
栄
一
氏
蔵

文
書
」
「
市
史
』
所
収
）
。

(15)

戻
正
十
九
年
]
極
月
十
七
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
今
井
文
書
」
「
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
」
）
。

(16)
侵
略
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
池
内
、
北
島
両
氏
の
研
究
に
よ
る
。

前
掲
注

(
1
)
参
照
。

（
g
[文
禄
元
年
ヵ
]
五
月
十
四
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
九
鬼
文
書
」
「
県

史
料
j

所
収
）
。

(18)
中
村
栄
孝
「
日
鮮
関
係
史
の
研
究
」
中
・
一
三
五
頁
（
吉
川
弘
文

館
・
一
九
六
九
年
）
。

(19)

突
正
十
五
芭
十
月
十
三
日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
「
鍋
島
文
書
」

「県
史
料
」
所
収
）
。

(20)
紙
屋
敦
之
「
梅
北

一
揆
の
歴
史
的
意
義
」
（
「
日
本
史
研
究
j

―
五

七
、
一
九
七
五
年
）
。

(21)
「
朝
鮮
出
兵
の
当
初
か
ら
、
家
臣
団
の
朝
鮮
か
ら
の
無
断
帰
国
は
、

一
般
的
傾
向
と
し
て
あ
」
（
前
掲
注

(20)
三
七
頁
）
り
、
ま
し
て

一
揆
な
ど
に
よ
る
動
揺
が
多
く
の
大
名
の
戦
線
離
脱
を
招
く
こ
と
を

お
そ
れ
た
秀
吉
は
、
梅
北
一
揆
に
際
し
て
は
、
直
接
隈
本
の
清
正
家

臣
に
対
し
て
指
示
を
送
っ
て
い
る
o

[

天
正
二

0
年
]
六
月
十
八
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
「
田
中
左
門
氏
蔵
文
書
」
、
「
市
史
j

所
収
）
、
及
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び
同
日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
「
渡
辺
彰
平
氏
蔵
文
書
」
、
「
市
史
」
所

収
）
、
同
日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
（
「
下
川
文
昏
」
、

「県
史
料
j

所

収
）
参
照
。
そ
れ
に
対
し
消
正
は
国
元
へ
向
け
、
「
其
元
ニ
ハ
い
つ

き
の
と
り
さ
た
候
へ
共
、
此
方
ニ
ハ
さ
様
之
事
も
無
之
」
＜
、
朝

鮮
は
「
ひ
ご
よ
り
し
つ
か
に
候
」
(
[
天
正
二

0
年
ヵ
]
九
月
ニ
―
日

加
藤
清
正
條
書
案
「
西
村
清
氏
蔵
文
書
」
、

「県
史
料
』

「市
史
j

所

収
）
な
ど
と
述
べ
て
お
り
、
視
線
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
国
元
よ
り

も
出
陣
中
の
朝
鮮
を
向
い
て
い
た
観
が
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
秀
吉

が
、
「
五
畿
内
同
前
」
と
し
て
出
兵
の
最
前
線
基
地
と
し
て
の
九
州

を
重
視
し
、
自
ら
一
揆
鎮
圧
の
指
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

“
安
心
感
＂
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
2
2
)
前
掲
注

(
2
)
、（
5
)
論
文
参
照
。

(23)
天
正
二

0
年
正
月
五
日
豊
臣
秀
吉
條
書
（
「
加
藤
清
正
家
蔵
文
書
」

「県
史
料
」
所
収
）
。

(

2

4

)

[

文
禄
元
年
]
七
月
十
八
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
九
鬼
文
書
」

「県
史

料
』
所
収
）
。

(

2

5

)

[

文
禄
元
年
]
+
―
月
ニ
ー
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
九
鬼
文
書
」
「
県

史
科
」
所
収
）
。

(

2

6

)

[

文
禄
二
年
]
卯
月
十
四
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
原
富
太
郎
氏
蔵
文

書」

「市
史
」
所
収
）

。

(
2
7
)
安
禄
二
年
乙
卯
月
二
八
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
本
妙
寺
文
書
」

「市
史
」
所
収
）
。

(
2
8
)
[文
禄
二
年
立
六
月
朔
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
下
川
文
書
」

「県
史

料
j

「
市
史
」
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
「
十
月
過
れ
は
此
方
へ
の
渡
海
も

な
ら
す
、
其
上
高
麗
陸
地
之
通
路
も
難
成
由
申
候
」
と
あ
り
、
ま
た

文
禄
二
年
八
月
八
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
下
11
文
書
」
「
県
史
料
j

西
釦
，
｝

「市
史
」
所
収
）
に
も
「
十
月
以
前
二
せ
つ
か
＞
ま
て
着
岸
な
く

候
ヘ
ハ
、
下
々
か
つ
ゑ
候
」
と
あ
る
。
十
月
以
前
、
す
な
わ
ち
冬
の

在
陣
に
備
え
て
の
兵
根
備
蓄
を
急
ぐ
清
正
の
姿
が
窺
え
る
。

(29)
こ
こ
で
奉
行
と
な
っ
て
い
る
曾
祢
平
兵
衛
と
渡
辺
次
右
衛
門
尉
に

つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
曾
祢
に
つ
い
て
は
、
文
禄
元
年
九

月
、
清
正
か
ら
戦
況
報
告
の
使
者
と
し
て
、
清
正
の
側
近
的
存
在
の

飯
田
覚
兵
衛
と
と
も
に
秀
吉
の
元
へ
赴
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
o

[
文
禄
元
年
]
九
月
二
二
日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
「
加
藤
文
書
」

「県
史
料
j

所
収
）
。

(30)
文
禄
二
年
八
月
八
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
下
川
文
書
」
「
県
史
料
．
一

「市
史
j

所
収
）
。

(
3
1
)
こ
こ
で
、
本
書
状
の
宛
所
と
な
っ
て
い
る
三
人
に
つ
い
て
、
述
べ

て
お
こ
う
。
こ
の
三
人
が
消
正
の
朝
鮮
在
陣
中
、
隈
本
留
守
居
と
し

て
領
国
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
書
状
な
ど
か
ら
あ

き
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
加
藤
喜
左
衛
門
（
清
之
）
に
つ
い
て
は
、

中
野
嘉
太
郎
氏
の

「加
藤
清
正
伝
J

(
隆
文
館

・
一
九

0
九
年
）
に

「
続
武
家
閑
談
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
秀
吉
に
自
ら
の
甥
で
あ
る

清
正
を
引
き
合
わ
せ
た
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
下
川
又
左
衛

門
（
元
宣

．
？
・
|
慶
長
十
七

〈
一
六
―

二
〉
年
）
は
、
近
江
国
佐
々

木
の
出
身
で
、
は
じ
め
秀
吉
に
仕
え
て
い
た
が
、
天
正
十
五
(
-
五
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加
藤
清
正
朝
鮮
陣
書
状
に

つ
い
て

八
七
）
年
こ
ろ
か
ら
清
正
の
勘
定
役
的
存
在
と
な
っ
た
。
隈
本
入
国

後
は
家
老
的
地
位
に
あ
り
、
特
に
朝
鮮
在
陣
中
は
筆
頭
家
老
と
し
て

領
内
の
政
策
全
般
の
責
任
者
で
あ
っ
た
と
い
う
（
森
山
恒
雄
「
下
川

元
宣
」

〈熊
本
日
日
新
聞
社
編
・
刊

『熊
本
県
大
百
科
事
典
』
、
一

九
八
二
年
〉）。

ま
た
、
「
清
正
代
侍
略
記
」
（
「
大
木
記
録
文
」

〈前
述

「加
藤
清
正
伝
』
所
収
〉）

に
は
「
七
千
石
、
熊
本
留
守
居
・
忠
広

代
初
家
老
、
下
川
又
左
衛
門
」
と
し
て
記
載
さ
れ
、
「
加
藤
清
正
侍

帳
」
（
「続
群
書
類
従
』
巻
七
一
五
本
）
に
は
「
壱
万
拾
壱
石
七
斗
壱

升
下
川
又
左
衛
門
」
と
あ
る
。
中
川
重
臨
斎
（
寿
林
）
は
、
前
述

の
「
清
正
代
侍
略
記
」
に
「
熊
本
留
守
居
中
川
寿
林
斎
」
と
の
記

述
が
あ
る
。
さ
ら
に

「加
藤
清
正
伝
』
所
収
「
肥
後
国
志
」
の
記
事

と
し
て
、
中
川
寿
林
墓
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

中
川
寿
林
（
初
名
•
平
太
郎
、
禄
二
千
石
領
）
は
清
正
の
従
弟
に
あ

た
り
、
清
正
没
後
の
加
藤
家
の
内
紛
に
際
し
禄
を
没
収
さ
れ
、
元
和

八
(
-
六
二
二
）
年
没
し
た
と
あ
る
。

(

3

2

)

[

文
禄
三
年
]
二
月
二
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
下
川
文
書
」

「県
史

料』

「市
史
」
所
収
）
。

(33)
洞
富
雄
「
鉄
砲
ー
伝
来
と
そ
の
影
響
」
（
思
文
閣
出
版
・

一
九
九
一

年
）
、
宇
田
川
武
久

『鉄
抱
伝
来
」
（
中
央
公
論
社
・
一
九
九

0
年）
。

(34)
洞
氏
前
掲
注

(33)
書

・
三
三
五
頁
。

(
3
5
)
宇
田
川
氏
前
掲
注

(
3
3
)書
•
八
六
頁
。

(

3

6

)

[

文
禄
三
年
]
三
月
四
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
下
川
文
書
」
「
県
史

料
j

「市
史
」
所
収
）

。

(37)
鉄
砲
の
台
尻
に
つ
い
て
本
書
状
で
は
「
く
り
た
い
」
と
し
て
い
る

が
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
「
橿
木
鉄
抱
之
台
木
、
何
程
も
取
せ
可
置
候

事
」
(
[
慶
長
五
年
ヵ
]
+
―
月
三
日
加
藤
清
正
書
状
「
熊
本
市
立
博

物
館
所
蔵
文
書
」

「市
史
』
所
収
）
と
あ
る
。

(38)
九
鬼
四
郎
兵
衛
広
隆
に
つ
い
て
は

「南
紀
徳
川
史
j

巻
四
七
に
伝

記
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
織
田
信
孝
に
仕
え
、
清
正
と

の
関
係
は
天
正
十
七
(
-
五
八
九
）
年
の
天
草
の
一
揆
鎮
圧
に
付
き

従
っ
た
こ
と
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
朝
鮮
出
兵
で
清
正
の

も
と
功
績
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
後
転
々
と
し
、
大
坂
の
陣
で
は
藤
堂

高
虎
に
仕
え
て
い
る
。

(39)
文
禄
三
年
卯
月
二
九
日
加
藤
清
正
書
状
（
「
武
井
友
貞
氏
蔵
文
書
」

「県
史
料
」
「
市
史
j

所
収
）

。

(

4

0

)

[

文
禄
三
年
ヵ
]
六
月
六
日
加
藤
清
正
書
状

（「下
川
文
書
」

「県
史

料
』
所
収
）
に
は
「
度
々
申
遣
算
用
状
之
事
、
何
と
て
遅
候
哉
、

（
中
略
）
此
表
之
事
を
何
共
不
存
出
、
令
無
沙
汰
事
、
い
か
、
之
儀

候
哉
、
（
中
略
）
曲
事
之
至
、
誠
不
及
是
非
儀
候
」
と
、
算
用
状
の

遅
れ
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
従
来
こ
の
書
状
は
、
文
禄
二
年
と

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
算
用
状
を
度
々
催
促
す
る
の
は
、
本
文
で
も

ふ
れ
た
が
前
掲
注

(30)
の
文
禄
二
年
八
月
八
日
書
状
以
降
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
書
状
の
「
一
、
檜
物
師
両
人
令
参
著
候
、
ま
さ
な
と
も

た
せ
て
こ
さ
す
、
何
之
用
二
こ
し
候
哉
」
と
あ
る
の
も
、
三
月
の

書
状
に
「
い
お
け
師
壱
人
井
い
つ
ヽ
ニ
ひ
物
師
壱
人
、
道
具
以
下

丈
夫
―
ー
も
た
せ
可
越
候
事
」
(
[
文
禄
三
年
]
三
月
十
二
日
加
藤
清
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正
書
状
「
速
見
真
曹
氏
蔵
文
曾
」

「県
史
料
」
「
市
史
」
所
収
）
と
あ

る
の
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
こ
の
書
状
の
発
給

年
次
を
文
禄
三
年
と
推
定
し
た
。

(
4
1
)清正
入
国
こ
ろ
の
肥
後
の
検
地
に
つ
い
て
は
、

A
•

森
田
誠
一

「
肥
後
国
検
地
諸
帳
に
つ
い
て
」
（
「熊
本
史
学
」
二
、
一
九
五
ニ

年）、

B
＇
熊
本
県
編
・
刊

「熊
本
県
史
j

総
説
編
(
-
九
六
五

年
）
第
五
章

〈近
世
〉
第

一
節

〈近
世
初
期
の
肥
後
国
〉
（
森
山
恒

雄
執
筆
）
等
参
照
。

(42
)
前
掲
注

(
4
1
)
B
書
四
九
六
頁
。

(43
)
こ
こ
に
は
、
秀
吉
に
対
し
忠
節
を
尽
く
す
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う

が
、
そ
の
点
か
ら
は
、
名
護
屋
在
陣
の
秀
吉
に
対
し
陣
中
か
ら
数
次

に
わ
た

っ
て
銀
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
貢
物
を
し
た
り
、
国
元
に

命
じ
て
珍
品
を
贈
ら
せ
る
な
ど
、
秀
吉
の
存
在
を
強
く
意
識
し
た
行

動
も
多
く
見
ら
れ
る
°
[
文
禄
元
年
]
九
月
二
二
日
豊
臣
秀
吉
朱
印

状
（
銀
三

0
枚
献
上
ー
「
加
藤
文
書
」
）
‘
[
文
禄
三
年
]
卯
月
十
二

日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
虎
献
上
ー
「
加
藤
文
書
」
）
‘
[
文
禄
三
年

邑

三
月
六
日
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
高
麗
雉
子
等
献
上
ー
「
加
藤
清

正
家
蔵
文
書
」
）
等
参
照
、
い
ず
れ
も

「県
史
料
」
所
収
。

(44)
前
掲
注
(
1
4
)
参
照
。

(45
)
前
掲
注

(
4
1
)
B
書
五
―
―
頁
。

(46
)
表
1
に
明
ら
か
な
よ
う
に
清
正
は
文
禄
二
年
四
月
や
、
同
三
年
三

月
に
も
そ
れ
ぞ
れ
二
回
に
わ
た
っ
て
後
方
支
援
を
命
じ
た
書
状
を
発

し
て
い
る
。
実
際
に
は
今
日
残
る
も
の
に
加
え
、
さ
ら
に
多
く
の
書

状
が
発
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
清
正
と
国
元
と
の
連
絡
は
か
な
り

緊
密
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
ふ
じ
わ
ら

〈付
記
〉
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
柴
辻
俊
六
氏
よ
り
多
く
の
助
言
を

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
一
九
九
七
•
八
•
一
脱
稿
）

ひ
で
ゆ
き
・
図
書
課
特
別
資
料
室
）
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表 1. 朝鮮在陣時の清正の後方支援関連史料

史料名 年月日 宛名 支援内容 出典

1 加藤清正書状 ［天正十九年］八月十三日
加藤喜左衛門尉、下川又左 明国では20箇国拝領。国元への指示35箇条。鉄砲放200人召置 渋沢栄一
衛門尉 の事、船・ 鉄砲 • 槍他武具製造を指示。 蔵文書

2 豊臣秀吉條書 天正二0年正月五日 毛利壱岐守 （吉成） ほか
唐入に付、 4月1日より 9月中の兵根下付。兵根の不足があれ 加藤清正家
ば播磨・大坂で借りよ。 蔵文書

3 豊臣秀吉朱印状 ［天正二0年］四月二八日 加藤主計頭 （清正） 攻略後の城内の兵根調査を命ず。 加藤文書

4 加藤清正書状 ［天正二0年］七月十八日
九鬼四郎兵衛、粟生一郎右

兵根は豊富にあるので安心。 九鬼文書衛門

5 加藤清正書状 ［天正二0年］九月六日
九鬼四郎兵衛、原田五郎右

朝鮮での年貢入念に納めさせよ。朝鮮桝は13杯が1斗。 九鬼文書衛門尉

6 加藤清正條書案 ［天正二0年？］九月ニー日
（加藤）喜左衛門、 （下川）又 国冗への指ホ35箇条。兵根、鉄砲 ・刀馬具等武具 ・舟。隈本城 西村清蔵文
左衛門 普請指図。上方へ米を送り万事調えよ。 書

7 豊臣秀吉朱印状 ［天正二0年］十一月十日 加藤主計頭 兵根輸送のための舟を差し越させる。 加藤文書

8 加藤清正書状 ［天正二0年］十一月ニー日
加藤与左衛門尉、九鬼四郎 清正の兵・ 3,000に足らず、うち半数は役に立たない状態。兵

九鬼文書兵衛、原田五郎右衛門尉 根・雑穀用意。兵根は戦時に備え大蓋に必要。

9 加藤清正書状写 区禄二年？］三月二三日
加藤喜左衛門、下川又左衛 米 1万石を京都へのぽすこと、ただし用途を確認せよ。国元費

下川文書
門、中川重臨方、中川唯昭方 用は大豆を用いよ。船道具差越すべし。

10 加藤清正書状 ［文禄二年］四月十四日
加藤喜左衛門尉、下川又左 兵根4、5,000石ほど早急に差越せ、都辺の兵根続かず、兵根 原富太郎蔵
衛門尉 補給第一。国元耕作等、入念におこなう事。 文害

11 加藤清正書状 ［文禄二年？］四月二八日
加藤喜左衛門尉、下川又左 兵根多量に必要、出来次第差し越すべし。 玉薬補給• 鉄砲各種

本妙寺文害衛門尉 鋳型作成の申付。

船(200石以下）2、30作らせよ。持植（身 l尺）、 500も1,000も
12 加藤清正書状 ［文禄二年？］六月朔日 下川又左衛門 わたすべし。国元の米 ・大豆のうち、兵根とした分の残りは全 下川文書

て売却せよ。朝鮮への渡海、10月以降は困難、陸路もならず。

13 加藤清正書状 ［文禄二年］七月朔日
加藤喜左衛門尉、下川又左

公俵御用、隈本留守油断なくつとめること。
横田準之助

衛門尉 蔵文書

（出典は「熊本県史料j中世篇第五、「新熊本市史」史料編第三巻による。）
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加藤喜左衛門尉口、下川又
日本より取寄候物之覚51箇条。兵根 （米・大豆）、紙、刀、鉄

14 加藤清正書状 文禄二年八月八日
左衛門口

砲放。隈本製の鉄砲の調達。無足人 ・鉄砲放の配当帳の件。去 下川文書

年渡海以来の算用状を送れ。

15 加藤清正書状 ［文禄二年？］十月十六日 下川又左衛門尉 人足1,000石につき 4人差越申付、他。
鈴木利三郎

蔵文書

16 加藤清正書状 ［文禄二年 ？］十二月四日
加藤喜左衛門尉、下川又左 嶋津小七郎の渡海に際しては、鉄砲放以下500人でも300人でも

下川文書
［衛］門、中川重臨斎 召連れること。渡海した者の妻子の扶持について。

17 加藤清正書状 ［文禄三年］二月二日
中川重臨斎、加藤喜左衛門 煙硝・玉薬・鉛不足、早急に大量に送るよう指示。去年申付の五

下川文書
尉、下川又左衛門尉 一箇条のうち半分も揃わざるを責める。算用状の遅れを責める。

18 加藤清正書状 ［文禄三年］二月ニ一日
中川重臨斎、加藤喜左衛門、 大豆、米を急送せよ、其許（隈本）で20 日以上過ごせば曲事。 煙硝• 早稲田大学
下川又左衛門 硫黄は到着、鉛が来ない。鉄砲製造指示。国元耕作等につき指示。図書館蔵

19 加藤清正書状 改禄三年］三月四日
加藤喜左衛門尉、下川又左 虎熊 （忠広）渡海に際しては人数は集まるだけ差し越すよう指

下川文書
衛門尉 示。なにより鉄砲が肝要、早く届けよ。

20 加藤清正書状 ［文禄三年］三月十二日
加藤喜左衛門尉、下川又左

目薬・柿渋催促、隈本築城の指図。
速見真曹

衛門尉、中川重臨斎 蔵文書

21 加藤清正書状 文禄三年四月二九日
加藤喜左衛門尉、下川又左 去年算用状不参を咎め、船方の配当は算用状到渚後とする。兵 武井友貞

衛門尉、中川重臨斎 根 • 玉薬・鉄砲放 ・ 油等を請求。 先着の硫黄は役に立たず。 蔵文書

22 加藤清正軍役定 文禄三年五月六日 竹田作蔵 100人に付のぼり 5本、鉄砲10挺、槍10本の軍役。 下川文書

23 加藤清正書状 ［文禄三年？］六月六日
中川重臨斎、加藤喜左衛門 刀注文、最近は粗悪品が多い。算用状遅延を厳しく 叱る。鉄窮

下川文書
尉、下川又左衛門尉 乏。

24 加藤清正書状 ［文禄四年？］十一月ニー日
中川重臨斎、下川又左衛門 銀10貫目京都へ （歳暮用）。米5,000石差し越すべし。鉛一切来

下川文書
尉、加藤喜左衛門尉 ず。硫黄は役に立たず。

25 加藤清正書状 慶長二年二月二七日 中川重臨、中川祐賢 米・大豆を急ぎ送れ。 下川文書

26 加藤清正制札写 慶長三年十月十六日
高麗より近日無事帰朝のこと。年貢以外人夫・諸役、 2、3箇

下川文書
年免除事。

27 加藤清正書状 ［欠年］六月二三日
加藤喜左衛門O、中川重臨

隣国の衆の舟、百姓の舟も残らず差し越すこと 下川文書
斎、下川又左衛門尉

28 加藤清正書状 ［欠年］十月十八日
下川又左衛門尉、加藤喜左

此地から賃舟を下すので米5,000石をのぼすべし。 下川文書
衛門尉
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表 2. 朝鮮在陣時を中心とした清正の鉄砲使用・補給に関する史料 （出典は「熊本県史料」中世節第五、「新熊本市史」史料編第三巻、「続群苔類従」による。）

史料名 年月日 宛名 内容 出典

1 加藤清正書状 ［天正十九年］八月十三日
加藤喜左衛門尉、下川又 鉄砲、備品の製造に関する指ホ、鉄砲放200人召笹の事のほか35箇 渋沢栄一蔵
左衛門尉 条。 文書

2 加藤清正條書案 ［天正二0年？］九月ニー日
（加藤）喜左衛門、（下川） 鉄砲、火薬などの武具調達。堺へ注文の鉄砲は 4匁の物。隈本での鉄 西村清蔵
又左衛門 砲製造に国鍛冶の他、平戸、有馬の鍛冶を雇うべし。 文書

3 天正ー0年 オランカイ侵入に際し、二段構えの鉄砲で撃ちたてる。 清正公行状

4 天正二0年 オランカイ侵入に際し、家臣に鉄砲200挺、自らも200挺を装備。 清正公行状

5 天正二0年 オランカイ侵入に際し、 200挺の鉄砲を備える。 清正記．巻―

6 加藤清正書状 ［文禄二年］四月十四日
加藤喜左衛門尉、下川又

鉄砲500挺でも1,000挺でも早々に差越べし。
原富太郎蔵

左衛門尉 文書

7 加藤清正書状 ［文禄二年？］四月二八日
加藤喜左衛門尉、下川又

玉薬、鋳型差越べし。 本妙寺文書
左衛門尉

8 加藤清正條書 文禄二年六月十一日 晋州城出陣に際し、鉄砲を役に立てること。 九鬼文書

加藤喜左衛門尉口、下川 鉄砲放は隈1,000石にのきつ鉄次き砲第5が送人る2ず、こつと3。挺。隈し本か等この町家からの煙硝徴収に9 加藤清正書状 文禄二年八月八日
又左衛門口

ついて。 本から ないがほかにはどれ程で 下川文書
きているのか、で

10 加藤清正書状 ［文禄三年］二月二日
中川重臨斎、加藤喜左衛

煙硝 • 玉薬が一昨年来届かないのはどうなっているのか。鉛も必要。 下川文書
門尉、下川又左衛門尉

11 加藤清正書状 ［文禄二年？］十二月四日
加藤喜左衛門尉、下川又

嶋津小七郎の渡海に際し、鉄砲放以下、家来を連れてくること。 下川文書
左［衛］門、中川重臨斎

12 加藤清正書状 ［文禄三年］二月ニー日
中川重臨斎、加藤喜左衛

鉛不来。鉄砲製造について詳細指示。
早稲田大学

門、下川又左衛門 図書館蔵

13 加藤清正書状 ［文禄三年］三月四日
加藤喜左衛門尉、下川又 虎熊 （忠広）渡海の際に持ってくるもののうち、なにより鉄砲が肝

下川文書
左衛門尉 要である。

14 加藤清正書状 文禄三年四月二九日
加藤喜左衛門尉、下川又

確かな鉄砲放を多く召抱えること。鉛、玉薬などを送るよう指示。
武井友貞蔵

左衛門尉、中川重臨斎 文書

15 加藤清正書状 ［文禄四年？］十一月ニー日
中川重臨斎、下川又左衛 差越の硫黄役に立たず、鉛が全く届かない、精を入れ玉薬を差越ベ

下川文書
門尉、加藤喜左衛門尉 し。

16 
浅野幸長品麗陣

［疫長二年十二月二三日］ 清正自ら鉄砲を取って敵を防ぐ。 浅野文書蔚山表覚書

17 
浅野幸長蔚山籠

［慶長二年十二月二四日］ 清正、敵軍と鉄砲で繋ち合いとなる。 浅野文書城以下万事覚書

18 加藤清正書状 ［慶長四年？］三月二六日 加藤喜左衛門ほか5名
佐藤彦ーに申付、玉薬の調合を昼夜の別なく行わせること。鉛、煙

下川文書硝の調達が肝要。

19 
清正家中へ

奉公の道油断すべからず。弓を射、鉄砲を撃つこと。 清正記．巻三被申出七ヶ條
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